Ⅲ　学童期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム
子どもの食事ってこれでいいの？
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対象：幼児～小学生の子どもをもつ保護者
時間：６０分程度
	ねらい
	〇　子どもの食生活に関わる悩みや心配を保護者同士で共有し、家族の食生活をよりよくするための工夫を考える。

	実施のポイント
（評価など）
	○　保護者間で子どもの食生活にかかわる悩みや心配を共感することができる。
○　保護者自身が子どもの頃、苦手だった食べ物やそれにまつわるつらいエピソードを思い出すことで、子どもの気持ちを考えたり、子どもへの接し方を見直したりすることができる。
○　子どもが何でもおいしく食べるために、家庭でしている工夫やできそうな工夫を紹介し合い、実践へ向けての意欲を高めることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ４～５人のグループに分かれておく。
○　筆記用具　　○　ワークシート　　○　アンケート用紙（必要に応じて）
○　３つの約束
○　資料　　○　付せん紙（黄・青）　　○　模造紙　　○　油性マーカー
○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）　　○　机上札（必要に応じて）

	時間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	10分導 入


	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
（子どもの頃の思い出の味）
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介の際に、「子どもの頃の思い出の味」について紹介し合うことで、互いに親近感がもてるようにする。
	３つの約束

	15分展 開




	ワーク１


・エピソードをもとにグループで話し合う。
・全体で共有する。
	◎エピソードを読み、各家庭で子どもの食生活に関する悩みや不安を話し合い、共有することをねらいとする。
・付せん紙（黄）に各自が記入し、紹介しながら模造紙に貼り、簡単に分類しながら話し合う。
・グループの意見を全体に発表し、共有する。
	付せん紙（黄）
模造紙





	10分

	ワーク２


・子どもの頃苦手だった食べ物について、グループで話し合う。
	◎親が子どもの頃に苦手だった食べ物を思い出すことで、好き嫌いの克服は難しく、親が心にゆとりをもって対応する必要があることに気付くことをねらいとする。
・子どもの頃の苦手な食べ物についての思い出をワークシートに記入し、我が子の気持ちを考える。
・子どもにとって食事が苦痛にならないように、工夫する必要があることに気付かせる。
	ワークシート



	15分

	ワーク３


・家庭で実践している工夫について、グループで話し合う。
・全体で共有する。
	◎子どもが苦手な食べ物を克服し、何でもおいしく食べるようになるために、家庭で実践している工夫を共有することをねらいとする。
・付せん紙（青）に各自が記入した後、紹介しながら模造紙に貼り、簡単に分類し、全体に発表する。
・調理法以外の工夫にも目が向くようにする。
・意見が出にくい場合は、自分の実践以外（親や友人などの実践）でもよいこととする。
・調理法や味付けの他に、楽しい雰囲気づくりや食材への興味を高めることも効果的な工夫であることを伝える。
	付せん紙（青）
模造紙


	10分まとめ

	ふりかえり


・資料の説明を聞く。
・感想を記入する。
・全体で共有する。
	◎学習をふりかえり、実践への意欲を高めることをねらいとする。
・資料の説明を聞き、よりよい食生活を考えるヒントとする（資料は全て紹介する必要はない）。
・今日の気付きをワークシートに書き、グループで発表する。
・時間があれば、全体で発表する。
・食について関心をもち、家族で楽しく食卓を囲むことの大切さに触れる。
	資料１
資料２の①
資料２の②
資料２の③
ワークシート
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